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問 1

( ア) 与 式 = 一 4 -い

= - 15
m い

1 M )式懲器
(ウ) 与 式

= 36ab ㎡ x 6 b
8a

= 27 ab
㎥

mma

(エ) 与 式 =

5 (2xty ) - 3 (x - 3 Y )

15

=

10x + 5 Y - 3x + 9Y
15

=

7x + 14Y

(オ ) 与式

～ 4

% -√㎡ - 2 +23
= 16 - 3 - 2 + 2√3
= 11 + 2.
Bmin 3

問 2

( ア) A = x - 5 とおくと 、

与式 = A
2
- 7 A - 18

= (A + 2 )( A - 9 )



A = x - 5 より

与式 = (x - 5 + 2)( x - 5 - 9 )
= (x - 3 )(x -14 )
mmin 2

以蟹沿荷
2 × 5
ー

=

ークェ √29

lommmn 1

ウ) Y = axにおいて、 x が P から q まで 変化するときの
変化 の 割合は a (ptf) で 表 される
Y = - 4x において 、 x が 一 5 から 一 1 まで変化するときの
変化 の 割合は

- 4 × (- 5 - 1 ) = - 4 × (- 6 )

=烈 4

(I ) 先週に 生産 した製品 A の 個数を x 個とすると 、
今週 は 先週より 1 割増 えたから、 今週 に生産 した
製品 A の 個数は 、

1
. 1 x個

、

よって
x t 1

.
1 x = 567

② 2 1 x = 567

x = 270 … 先週 の個数
したがって 、 今週 に 生産 した製品 A の 個数は

270 × 1. 1 = 297
個 mm



( オ )

42 ㎡ く 5” より 16 < n < 25

に n = 12 は 16 cn 《 25 を満 たさないので 不適

② : √* : 問 = 6 なので 適 する

3 : √ 2- 48= 43 なので 不適

4 : n = 32 は 6 く n く 25 を 満たさないので 不適

e
( カ )

l と AB の 交点 を E とする
@巨 OEAD と OEBCにおいてて

ADOBC より 同位角 が等 しいので
x = 6榀 LEAD = LEBC ー ①

LEDA = LECB ー②
①
,
② より 2 .組 の 角 がそれぞれ

等 しいので、 OEAD ∞ OEBC
B 、 cy)

3

対応 する辺 の 比 は 等 しいから
AD : BC = ED - EC

ED = x とおくと

2 = : 3 =x : (x t 3 )

∞ 3x = 2 x t 6

<
. x = 6
m



以上 より 、 回転 させてできる立体 は、以下 のの部
E

したがって求める体積は

3 × 3 × π× 9 × す - 2 × 2×π × 6 ×8
A : mmnnacを 底面 Eを

m

～ AD を 底面 E を
頂点 とする 円 すい 頂点とする円 すぐ

B
= 27π - 8π
= 19π cm

㎥

mmmn 3

問 3

BBに 対 する 円周角 より LBAD=< BCD
～4

CG に
対

する円周角よりLCAG=LCDGnnnns

( i ; ) 難問

1
ー

z

4
4

「> 0 2

」 2

。
「

通 4
^ *

"



< FCD = ” と表すこととする
0 FCD は FC = FD の二等辺三角形 だから
LF CD = ∠ FD C : ∵ CFD C =

また 、 DCDGB は 円 に内接する 四角
～

んだから
↳ 向か 合う 角 の 和は 180~

< FDC = LFBG :
、 C FBG = 。

さらに 、 OBGF は BG =FG = 2cm の 二等辺三角形 だから
< FBG = LGFB < : ∠ GF B = .

よって < FCD = LFBG = より 同位角が 等しいので 、
CDCBG したがって 、 LFDC = LFGB ニ 。

ゆえに 、 OBGF は 正三角形 だから 、BF= 20
m

したがって 、 CF = DF =6 m

. 、 DG = 40
m～

また 。
= 60
～

…

OBGF は 正消形なので 、

次に CGBD =×
,

< GHB = 0

\ と表 すこととする 。 また AG と

4 CD の 交点 を 工 とする
LAGBは直径 AB に対 する

↑ 円周角だから LAGB = 900
I X

℃
Δ Δ よって 、 OBHG

「
と

4

'

× t 0 t 90= 1800
ー

- : Xt 0 =90
～

BC = DG = 4 cm より BC =DG 、 弧の長 さが 、
円周角は 等 しいから

< GBD = ∠ CDB = メ

対頂角 は 等 しいから 、



< BHG = LDHI : CDHI = ん

よって
、

IDHでで

0器
+ LHED = 180 : LHED = 90~

ー
< CDF = 0 = 60

'

ォ ⑬
(
G 0 IDG は 30 -⑥ - 90 ~ の直角
角形 なので

㎡ ID :

= に 2

:
. 2 ID = 4

.
ID = 2
～

om

ODHI と OBHG において
ID = GB = 2 cm ー ①

CDCBG より 錯角 が
等しいので 、
LIDH = LGBH ー ②す 3̂

,

.
% < DIH = LBGH = 90

~
-③

2

「 * 600 ①
.
②③より、 1組 の込 と

その 両端の 角 がそれぞれ等しいので 、 ODHI ≡ OBHG
対応する 辺 の 長さは 等しいので、 HI = HG
ここで 、 OGID は30 ~ - 60~

-

90 ”の 直角消 だから
IDm : IG = に 冷 : ∴ 1 G =23
2

HI = HG より H は IG の 中点 だから
HI - HG = 3
～



んADI とODHI において
ー

DG に 対 する円周角 は等 しいので

LGBD = LGAD

4分 : LIAD =メー ④
ー 了 またLIDH =メー⑤
X
」
。す人3 X

2 0
「 ④

.

⑤ より
“ LIAD = LIDH ー ⑥

さらに 、 LAID =∠ DIH =9 ー回
⑥ .
⑨ より 2組 の角 がそれぞれ等 しいので
OADI SODHI

対応 する辺 の 比 は等 しいから
AI:= 器

∞ √BAI = 4

∴ AI ) “
⑬=原

=誓
～

したがって

AFに響B
=昨嶼
=景



よって
、
OADH の 面積 は

響 2 + 五= 響c ㎡
mmmm

AH
イ)会話文 の 情報を整理すると 、以下 の通 り
3年生 100人 、 A : 21

位

、重複なし
2 年生 110 人

、
B =28 位

、

1 つ 上 が 23位で 5人
1年生 120 人

、
C : 5 位、 100回超

。
全学年 49位

まず 2年生 に 着目 する 上位 データ

:
ー

O O … 0000 . … . 00

1 2 … … 54555657 109 110

中央値

= B さんの順位
ro . … ora.…… o .
usy

$ ry

染二大きい
社に28番齟

…

1091 10
ー

27人
27人 第3四分位数

データが28り普素大きい方 から 28番目四分位数である
～

2年生 の 箱 ひげ国 より 、 第 3回分位数は 95回 なので
B さんが 跳んだ 回数 は 95回
一方

、
C さんは 100 回 を

超えているから 、 B さんと C さん
では 、 C さんの方 が 多 い

～



次に Cさんの 上位回数 に着目 する、 C さんの 上 には

48人 いるので 、 この48 人 の 内訳 を考 える
C さんは 学年 で 5 位だから

、

1 年生 で Cさにより 多 く

跳んだのは 多 くて 4 人 … 1 年生で C さん超え

一方、
B

さんは 学年28 位 で 95回、 1 回多 く跳んだ
生徒 が 5人 で 23位 だから 、

23位 は 96回 で 100 回を

超えていないしたがって 、

2年生 で C さんを、超えた
人数 は 多 くて 22人 … 2 年生 で Cさん超え

よって 、 3年生 で C さんを超えた人数は少 なくとも
與 (4 + 22
)飛 12cん超えし123年生 で Cさん超え

⇒ 3年生 の 少 なくとも上位 22 位までは、

Cさんよりタ多い
A さんは 3 年生で 21 位 だから 、

A さんは 、 CIG より
～

多く跳んだ
心

ことになる
。

したがって 、跳んだ回数 が 多 い順 は A 7 C 7
B ～

( ウノ
⑦ の部分 をなくして

、
と

をくっつける( い

)
√2

2x - 4

\

。

\
: ↓-

4 .

?⇒、
'

x. f

ノ
\ )

4



① の 面積 について

3 ① の 面積 = 回 の 面積 +② の面積口\ = 上 × 3 × 4

消形
「 4 × (x -8
)

平行回辺形
\ '

4 = 6 t 4 x - 32

= 4x - 26

② の面積について
ー

4
\ ② の面積 =③ の 面積 +④の面積

盥 = 上 x 34

消形
「 4×

4

凸 3
平行回辺形

ー

= 6 + 4 x - 28

= 4 x - 22

したがって黒 の 部分 の面積 は

x ( 2 x - 4 )
m

～ 一(
「崎22 )

長方形

= 2x
-
4 xー ( 8x - 48 )

= 2 x
~
- 12x + 48
nn ～

( : ; ) 2x- 12x + 48 = 480
⇒ 2x
- 12x - 432 = 0

⇒ x
~
- 6 x - 216 = 0



∞ (x + 12 )(x - (8) = 0
< :x = - 12

,
18

x 70 より x = 18 … 縦の長 さ

よって 、 横の 長 さは 、18 × 2 =36cmm ～

(エ )

0GBCEOGDC において

ロ ABCD は 正方形 だから
BC = DC - D

< BCG = LDCG = 45 ー②
)皮 )⑨

共通 な辺 だから
GC = GC ー ③

" ① , ②. ③ より 2組 の辺 とその間 の

司 角 がそれぞれ等 しいので 、
450 OGBC ≡ OGDC ー ④

⑰ 45℃~ OEAD の 内角の 和は 180 ”

より
90
t ②+ 27: 180 '
: : ⑦ =60

EA 1 FB より 同位角が 等しいので、 ③=⑨ :@ =63
”

ADABC より 同位角 が等 しいので ①=海 :③=630
OGBC の 内角 の和 は 180 より

「 ② t 450= 180 :②= 720

④ より 対応 する 角 は 等 しいから
LCGD =② : . LCGD =72

mmnnn



問 4
( ア ) 点 A は Y = ーx上 にあり、 フx = … 8 だから

y = - ( -8)
= 8 . A [-8. 81

um

また 、 点 A は Y =ax ' 上 にもあるから 、 x =
ー
8 、

- 8 を

代入 して

8 = ax (-8)
2

② 64 a = 8 ,
( イ )

《 ) 点 E は Y 兆上 にあり x = ー 6 だから

y =
_= - ③ … El- 6

.

- 5)
…

AO . OF = 4 : 3 より
A の x座標 ) : 1 F のx座標 |

= 4 : 3登 A の x座標 は 一 8 だから
.

④ーー
乃へ 1 - 81 : 1 Fのx座標 に 4 :3

i! ∞ 8 : 1 F の x座標 ) = 4 : 3

② 4 × 1 F の x座標 ( = 24

- 1Fのx座標 = 6

F の x座標 は正 だから
、

x = 6



また 、 F は Y ニー x上 にあるから
g =
- 6 : ∴ F 16 - 6)
～

直線 EF の式 を Y = mxtn とすると
、

E (-6 , -℃ ) ,
F ( 6 , - 6 ) を通 るから

-③= - 6 men
+ ) - 6 = 6 m tn

- す - 6 = 2 n

⇒ 一 ⑤= 2n; n = - ③
-③= - 6 men

ー ) - 6 = 6 m tn

-℃ t 6 = - 12 m

や 連 = - 12 m i … m =

一
④

よって

m =
-4 .

n = …0
w 6
un～



(ウ ) (-4 , 8
)

↓ B は A と Y軸 についてーの 、人
③
.

\ '

(-8, 8 ) 4 ( 8.8
) 対称だから、

B 18
,
8)

mm

よって
AB = 8 - 1- 8) = 16

(8,上 )

Cは AB を 1 に 3 に 分 ける
点だから
ACm=1 × 16

坐
したがって

、

Cnx座標 = A のx座標 + 4 =
- 8 +4 = -4

より 、 C ( -
4
,81
～

D の x座標 は 、 B のx座標 と等 しいから 、 Dox座標 は
8 . また D は x 上 にあるから
y == 上 … D 18

. 4 )
mmm

G は CG = GD となる点 だから G は CD の 中点 である
、

よって 、Cax座標→

:
'。
“
座標 : 崎告
“ 喪巻 がOO
← Dnc

座標 の

□←嘘標" ≠= 47C の g座標
→

∴ G 12⑭)
～



(-4 . 8
)

↓ 直線 CG の式 を =axtb
とお CE

、

C (- 4 , 8 ) ,

(-8, 8 ) け
。 ⑭) G (2 ,4) を 通 るから

8 = - 4 a th ーの

階ローの
∞ 5= - 6 a i :

. a = - 5
a = - E85 のに代入 して

8 =
- 4 × (- £

5
) + b

“ 8 - 5 = b : b =式
よって 、直線CG : 二

§x + 1
CG と Y軸

の

交点を H とすると 、 H は 切 B だから 、

H ( 0 , )

したがって
、

OCOG の 面積 は

IoHoa
"

感
が



な国 のように 、
ロGIJK

を考える

(2 )

G =⑭ - 1- 6 )
P
ー 。 谷

K

、 ( 8 , 上 ) = 近料㉔
\

妛 是 冼
ー

\ 2
J. G= 8 - 2 =上ェー 4八

( 6
,
- 6 )

凹 “ ” ー 上 =⑮
ー

凸 = 上 - (- 6) = まる 坼
～

恐 = 6 - 2先 、 凸 = 8 - 6 =三

したがって 、 ODGF の面積 は

4出品巧 K { I×
4
GIFな

FJ きk
}

=②3 ー ( + 3 +弩 )

=

246 - 82 - 26 - 45
= 降4



したがって

OCOG : ODGF = 3: 降
= 66 : 93

= 22 : 31
mun

問 5
1 ア ) さいころを 2 回投ばたときの 出 る 目 は 6 × 6 =36通 り

m

K さんが 30 g のおもりを a 個 、
50 g のおもりを b個

とり L さんは 残 りの 数 をとるから、
L さんの 30 g のとる数 = 8 - a 個
Lさんの 50 g のとる数 = ク - b 個

である 。

“ K さんが 80 g のおもりをとらないとき 、

Kさんが 308 と50 g のおもりを 合わせて 8個以上
とったときである

、

( a + b ≡ 8 )

30 g と 50 g のおもりを 、 ちょうと 8個 とったとき
、

最低 でも 308 怒 + 50 × 2 = 180 + 100 =280 g
m

七 8-2 = 6とさいころの 目 は 1～ 6で
軽一方 を最大 でとったとき
が全体 として 一番重量が少ない
⇒ 308 を 6 個 とったとき

したがって
、

8 個で 一番軽 いときで 280gだから、
200g より 少 ないことはない、



。 K さんが 80 g のおもりをとったとき 、

K さんが 308 と50 g のおもりをとったときの重量は、

200- 80 = 120 g未満 ( 120g 未満 のおもりをとり
次 に 80 gのおもりをとったら 、

200 g未満 になる )
a = 1

. b = 1 のとき 、

30 + 50 = 80
. ) 120末満

a = 2
, b = 1 α とき 30 × 2 + 50 = 110

Q = 3
.

b = 1 α とき 、30 × 3 +50 =140 …120 より多い

⇒ b = 1 で Q が 3以上 だと 、
120 g より 多くなる

また
A = 1

. b = 2 のとき 30 + 50 × 2 = 130 … 120 よりタ多”
⇒b が 2 以上 では 120gより 多 くなる 、

したがって 、 Kさんがおもりをとったときの重量 で 120g
未満 は 2通りんだから 、

求

める確率は

3℃=は
イ)80 g を 除 いたおもりの 重量 の合計は

30 × 8 + 50 × 7 =240 +350 = 590g
.

okさんが 80 g のおもりをとらないとき
、

80 g をしさんがとる 前 に Kさんは Lさんより 8og
多 くとってないといけない、 したがって

、

Kさんの

おもりの合計 : ( 590 +80 ) ÷ 2 = 335g 以上

おもりの個数 : 81個以上



b = 6 のとき
、

50 × 6 t 30 × に 330 … 335g 未満
50 × 6 t 30 × 2 = 360 … 335g 以上

⇒ a が 2 ,
3
,
4
,
5
.
6 では 、

335g以上 となる
、

: 、
5

通 り

D = 5 n とき

50 × 5 + 30 + 2 = 310 … 3358未満
50 45 t 30 × 3 = 340 … 3358以上

⇒a = 3 ,
4
,

5
.
6 では 、 335 g以上 となる

∴ 4 通り

b = 4 のとき

50 × 4 t 30 × 4 = 320 … 335 g未満
50 × 4 t 30 × 5 = 350 … 3358以エ

⇒ a = 5, . 6では 、 335g以上となる
: .

2

通り

b = 3 のとき

50 × 3 + 30 t 6 = 330 - … 335g 未満
⇒ b が 3以上 では 、

335 g 以上 となることはないい

よって Kさんが fog のおもりをとらないでしさんより
多 くなるのは 、5 + 4+ 2 =11通 り

～

“ Kさんが 80 g のおもりをとるとき
、

おもりの合計 = 335 - 80 = 255 g 超



おもりの個数 : 7個以下 、

b = 6 のとき

50 × 6 t 30 × 1 = 330 … 255 g 超
Aが 2以上 では 、おもりの個数が 8個以上 となり
不適 : 1 通 り

b = 5のとき

すな ℃ }2558超
Q が 3以上 では 、 おもりの個数が 8個以上 と

なり 不適 : 2通 り

b = 4 のとき
、

50 × 4 t 30 × 1 = 230 … 255 g以F

路能 ;2℃

90. } 2558超
Qが 4 以上では 、おもりの個数が 8個以上 となり
不適 ∵ 2 通り

b = 3 のとき
50 × 3 t 30 × 3 = 240 … 255 g以下
50 × 3 t 30 × 4 = 270 … 255 g超

A が 5以上 では 、 おもりの個数が 8個以上 となり
不適 1 通 り



b= 2のとき、

50 × 2 + 30 × 5 = 250 … 255 g以下
⇒ b が 2のときかつ 7個以下 で最大 の 重量 で

あるが 、 255g以下 のため 、 これ以降
-

255g を超える
ことはない

よって
。 Kさんが 80g のおもりをとって 、 くさんより 多 く

なるのは 、 1 + 2 + 2 + 1 = 6 通
り

したがって KIんがんさんより 多 くなるのは 、11 + 6 = 17通り
であるから 、 求 める確率 は

蒸
問 6

1 P )
B

B から AC に

垂線 を 下るした
1 足をP とする

A ' 5 ℃ 5 c
δ

OBAC は 二等迅角形 だから
P は AC の 中点

!
- 、

13
OBAP で 活方 の 定理 より

\

13
BP = 1 B2

“
√169 -25淵= 口= 12

.



よって 、表面積 は

I × 10 × 12 + Z×10 ×12 +1 逃 +13×
4

+13
MMEDF MMOBAC PDACF PDABE PBEFC

= 120 + 180 + 468 = 768 c㎡
～

～～

(イ) やや難
E から DF に乗線を Fろした足をQ

Q とする
E
ー 2

1
Q ェ H

P BG : GE = 8 : 1
.

BE = 18 cm より

熊 “

8辻 × 18 =2 cm
～

H は BE の 中点 だから 、 HE =9cm～ =9- 2 =7

EQ = BP より 、 EQ =12cm

OEQH と OIGH において

LQEH = LGエトに9

ーの

共通な 角 は 等しいから 、
LQHE = LGHI ー②



①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

DEQH ∞ OIGH
対応 する 辺 の 比は 等 しいから

EQ = IG = QH : GH

ここで 、 OEQH で 三平方 の定理より

QH = 112 ' t
)

=√
14: √225 = 15

= 15 .

よって
12 : IG = 15 : 7

⇒ 15 I G = 8 4

: : IG==季 cm

～


